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（訂正）「第三者割当による第９回新株予約権（行使価額修正条項付）及び第 10 回新株予約

権（行使価額修正型新株予約権転換権付）の発行に関するお知らせ」の一部訂正について 
 

当社は、2022年１月31日開催の取締役会において、三田証券株式会社（以下、「割当予定

先」といいます。）を割当先とする第三者割当の方法による第９回新株予約権（行使価額修

正条項付、以下「本第９回新株予約権」といいます。）及び第10回新株予約権（行使価額修

正型新株予約権転換権付、以下、「本第10回新株予約権」といい、本第９回新株予約権と総

称して「本新株予約権」といいます。）の発行を決議し、同日付で「第三者割当による第９

回新株予約権（行使価額修正条項付）及び第10回新株予約権（行使価額修正型新株予約権転

換権付）の発行に関するお知らせ」を開示しておりましたが、本日付で本新株予約権の発行

に係る有価証券届出書の訂正届出書を提出したことに伴い、本新株予約権の発行に係る具体

的な使途及び支出時期の一部に変更が生じたことから、下記の通り訂正いたします。訂正

箇所には下線を付して表示しております。 

記 

 

＜訂正前＞ 

なお、本第９回新株予約権発行による上記差引手取概算額 497,781,650 円の具体的な使途及び支出

予定時期につきましては、以下のとおりです。 

具体的な使途 金額 支出予定時期 

事業（製造）継続のための運転資金   

(ⅰ)製造部材調達及び外注製作費 407,781,650 2022 年２月～2022 年９月 

(ⅱ)技術者増強及び運転資金 90,000,000 2022 年２月～2022年 12 月 

（中略） 

他方、本第 10 回新株予約権発行による上記差引手取概算額 200,000,000 円の具体的な使途及び支

出予定時期につきましては、以下のとおりです。 

具体的な使途 金額 支出予定時期 

（ⅰ）既存・新規 事業領域の成長戦略   

    ①既存検査装置の機能向上のための開発費

用 
30,000,000 2022 年９月～2024 年６月 

②新検査装置事業領域参入のための開発費

用 
50,000,000 2022 年９月～2024 年６月 

③シナジーを考えた有力企業等との事業提

携 
60,000,000  2022 年９月～2024 年 3 月 

（ⅱ）製造能力の増強   

 製造能力増強のための各事業所整備 60,000,000 2022 年 9 月～2024 年３月 

（後略） 

 



＜訂正後＞ 

なお、本第９回新株予約権発行及び行使による421,267,650円の具体的な使途及び支出時期

につきましては、以下のとおりです。 

具体的な使途 金額 支出時期 

事業（製造）継続のための運転資金   

(ⅰ)製造部材調達及び外注製作費 336,283,982円 2022 年２月～2022年 11 月 

検査装置製造部材、主に半導体   

検査装置外部組立費（電子基板含）   

(ⅱ)技術者増強及び運転資金 84,983,668 2022 年２月～2022年 11 月 

（中略） 

他方、本第10回新株予約権発行につきましては、本新株予約権の発行以降、当社の株価が、当

初想定していた金額に達しないため、残存する本新株予約権の全部を取得し消却することとい

たしました。 

具体的な使途 金額 支出予定時期 

（ⅰ）既存・新規 事業領域の成長戦略   

    ①既存検査装置の機能向上のための開発費用 - - 

②新検査装置事業領域参入のための開発費用 - - 

③シナジーを考えた有力企業等との事業提携 - - 

（ⅱ）製造能力の増強   

 製造能力増強のための各事業所整備 - - 

（後略） 

 

３．今後の見通し 

本新株予約権の取得及び消却が今期業績に与える影響は軽微であります。 

なお、2022年２月21日から現在までに三田証券から調達した資金はすべて開示した資金

使途及び目的の一部に充当しております。 

 

 

以上 


